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榛
東
村
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る

�
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

榛
東
村
手
数
料
条
例
の

�

一
部
を
改
正
す
る
条
例

条例
改正

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
又
は
電
子
証
明
書
を
搭
載
し
た
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
用
い
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
設
置
さ
れ
た
多
機

能
端
末
機
か
ら
印
鑑
登
録
証
明
書
を
取
得
可
能
と
す
る
た
め
の
改
正
。

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
の
多
機
能
端
末
機
か
ら
各
種
証
明
書
を

取
得
で
き
る
「
証
明
書
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
」
の
導
入
に
当

た
り
、
現
金
以
外
で
の
支
払
い
を
可
能
と
す
る
た
め
の
改
正
。

　
本
路
線
は
宅
地
開
発
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
道
路
で
、
開
発
事
業
者
か
ら
寄
附

を
受
け
て
お
り
、
村
道
と
し
て
認
定
し
村
が
管
理
を
行
う
も
の
。

主
な
内
容

主
な
内
容

主
な
内
容

コンビニに設置された多機能端末機

改修前の新井緑地公園身障者用駐車場

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

 「証明書等の
　コンビニ交付サービス」開始！

令和８年 第３回定例会（９月１日～15日）

村道
認定
村
道
の
路
線
の
認
定

主 な 内 容
歳　　　入

普通交付税� 9574万円

子どものための教育 ・保育給付費� 国庫負担金　2763万円

� 県費負担金　1002万円

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金� 680万円

子ども ・子育て支援交付金　国庫支出金� 662万円

� 県費支出金　　662万円

財政調整基金繰入金� ▲5994万円

前年度繰越金� 5970万円

歳　　　出
一般管理総務費 （会計年度任用職員人件費）� 267万円

減債基金費 （普通交付税の一部を積み立て）� 5000万円

財政調整基金費 （前年度繰越金の一部を積み立て）� 3000万円

地域子育て支援事業 （国の単価改正）� 1064万円

児童保育費 （国の単価改正）� 1億2438万円

学童保育費 （単価改正 ・障害児受け入れ推進事業実施）� 1109万円

ふるさと公園施設改修工事 （木の伐採） ・ 大宮公園側溝

補修工事 ・新井緑地公園身障者用駐車場工事　�596万円

※万円未満切り捨て

総務産業建設常任委員会にて現地視察（北谷地13号線）

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

新
井
緑
地
公
園
の
身
障
者

用
駐
車
場
工
事
の
今
後
の

予
定
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

身
障
者
用
駐
車
場
の
一
部

が
道
路
用
地
に
当
た
る
た

め
、
新
た
に
整
備
し
直
す

工
事
で
す
。
既
存
の
身
障

者
用
駐
車
場
を
少
し
園
内

へ
ず
ら
し
、
東あ
ず
ま
や屋
へ
移
動

す
る
際
の
通
路
等
も
園
内

に
整
備
す
る
予
定
で
す
。

問答

陳情
陳情者 件名又は要旨 付託委員会 審査結果

群馬県有志の会

代表　武井　俊樹氏

ｍＲＮＡワクチン（レプリコンワクチ

ンを含む）接種事業の中止の意見書提

出を求める陳情書

文 教 厚 生

常任委員会
不採択

補正
予算
令
和
８
年
度
一
般
会
計

�

（
第
３
号
）

１億6269万円
増 額

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

村
むら

上
かみ

　利
り

恵
え

子
こ

 氏
（広馬場）

令和９年１月１日から
令和11年12月31日まで

任期

《
全
員
賛
成
で
同
意
》

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦（
再
任
）

人事
案件

10月から　
豊
富
な
知
識
や
経
験
を
生
か
し
、
村
の
人
権
教
育
や
相
談
活
動
の
場
で
引
き

続
き
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

【取得できる証明書】

・住民票の写し

・印鑑登録証明書

・課税（非課税）証明書

【金額】各種300円

広報しんとう10月号
Ｐ２もご覧ください。

会議録

令
和
８
年
度

一
般
会
計�

（
第
２
号
）

専決
処分

　
全
国
大
会
が
広
島
県
開
催
で
、
早
急
に
宿
泊
先

を
手
配
す
る
必
要
が
あ
り
、
議
会
を
開
催
す
る
時

間
的
余
裕
が
な
い
た
め
、
榛
東
中
出
場
選
手
や
マ

ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
補
助
金
等
を
専
決
処
分
し
た
と
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

《
全
員
賛
成
で
承
認
》

榛
東
中
学
校
生
徒
が
所
属
す
る

�

男
子
バ
レ
ー
チ
ー
ム
が
全
国
大
会
出
場

99万円
増 額

広報しんとう９
月号15ページも
ご覧ください。

身
障
者
用
駐
車
場
は
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�

新
井
佐
智
子 

議
員

　
議
会
の
運
営
や
会
議
規
則
及
び
委

員
会
条
例
等
に
関
す
る
事
項
は
、
議

会
運
営
委
員
会
の
所
管
で
あ
り
、
内

容
が
重
複
す
る
た
め
反
対
し
ま
す
。

�

浅
見
　
　
隆 

議
員

　
議
長
や
事
務
局
を
支
え
て
円
滑
な

議
会
運
営
を
行
い
、
二
元
代
表
制
の

役
割
の
明
確
化
や
議
員
の
資
質
向
上

を
図
る
た
め
賛
成
し
ま
す
。

賛
成

三
俣
　
　
実
・
新
井
佐
智
子

　
国
の
「
防
衛
力
整
備
計
画
」
や
平
成
26
年
の
本
村
議
会
に
お
け
る
「
オ
ス
プ
レ
イ

に
関
す
る
決
議
」
を
踏
ま
え
、
相
馬
原
駐
屯
地
を
取
り
巻
く
状
況
変
化
を
的
確
に
把

握
す
る
と
と
も
に
、
村
の
安
心
・
安
全
及
び
地
域
経
済
へ
の
影
響
に
つ
い
て
調
査
研

究
し
、
基
地
と
地
域
社
会
と
の
共
存
共
栄
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

令和８年 第３回定例会

特別委員会の設置に関する決議
� ２件上程

基
地
共
生
特
別
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
決
議

榛
東
村
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
の

�

設
置
に
関
す
る
決
議

《
賛
成
10
、
反
対
１
で
可
決
》

《
賛
成
５
、
反
対
６
で
否
決
》

浅
見
　
　
隆
・
栁
岡
　
利
精

　
榛
東
村
議
会
に
お
け
る
制
度
や
運
用
の
課
題
、
未
結
論
の
事
項
を
継
続
的
・
集
中

的
に
検
証
し
、
１
つ
ず
つ
結
論
を
出
す
た
め
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
よ
う
と
す
る

も
の
。
調
査
項
目
は
「
例
規
の
整
合
性
確
保
」「
情
報
公
開・村
民
参
加
の
充
実
」「
議

員
の
調
査
研
究
・
政
策
形
成
の
充
実
」「
委
員
会
相
互
の
連
携
」
の
４
点
で
、
課
題

は
順
次
協
議
し
て
全
員
協
議
会
に
報
告
し
、
経
過
や
結
果
を
村
民
へ
わ
か
り
や
す
く

公
表
す
る
。

波
多
野
佐
和
子

須
田
　
仁
美

提 

出 

者

提 

出 

者

賛 

同 

者

賛 

同 

者

提
案
理
由
・
概
要

提
案
理
由
・
概
要

　
　
※
９
月
15
日
現
在

委
員
会
構
成

防
衛
力
整
備
計
画
は
国
の
所

掌
事
務
で
す
が
、
村
の
特
別

委
員
会
と
し
て
ど
こ
ま
で
関

わ
り
、
何
を
調
査
す
る
の
で

す
か
。

国
の
防
衛
政
策
の
是
非
を
議

論
す
る
も
の
で
は
な
く
、
国

の
幅
広
い
防
衛
力
整
備
に
よ

り
相
馬
原
駐
屯
地
や
村
の
地

域
経
済
に
今
後
ど
の
よ
う
な

変
化
や
影
響
が
生
じ
る
か
を
、

調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

村
の
一
般
事
務
で
は
な
い
課

題
に
つ
い
て
特
別
委
員
会
を

設
置
す
る
こ
と
は
、
法
的
に

問
題
な
い
で
す
か
。

地
方
自
治
法
第
１
０
９
条
第

４
項
に
お
い
て
「
特
別
委
員

会
は
、
議
会
の
議
決
に
よ
り

付
議
さ
れ
た
事
件
を
審
査
す

る
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、

所
管
は
一
般
事
務
に
限
定
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
法
的
に

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問

問

答

答

討
論

�

生
方
　
勇
二 

議
員

　
調
査
事
項
が
抽
象
的
で
、
対
象
範

囲
が
過
度
に
広
く
、
何
を
調
査
し
、

何
を
成
果
物
と
し
、
い
つ
調
査
を
終

え
る
の
か
、
具
体
的
で
な
い
た
め
反

対
し
ま
す
。

�

栁
岡
　
利
精 

議
員

　
通
常
の
本
会
議
や
常
任
委
員
会
で

は
対
応
が
難
し
い
課
題
に
対
し
、
議

論
を
重
ね
て
結
論
を
導
く
場
が
必
要

で
す
。
課
題
の
検
討
過
程
や
結
果
を

村
民
に
公
表
し
、
信
頼
向
上
に
つ
な

げ
る
た
め
賛
成
し
ま
す
。

反
対

反
対

賛
成

委 

員 

長　
波
多
野
佐
和
子　
　
　

委　
　
員　
三
俣　
　
実

副
委
員
長　
生
方　
勇
二　
　
　

委　
　
員　
新
井
佐
智
子

委　
　
員　
善
養
寺　
孝

※
他
に
反
対
１
、
賛
成
１
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。


